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ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
鎌
倉
市

に
避
難
し
て
き
た
母
子
が
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
茶
会

を
７
月
３
日
、
由
比
ガ
浜
の

「
か
い
ひ
ん
荘
鎌
倉
」
で
開

い
た
＝
写
真
。

　
鎌
倉
市
の
西
川
勝
さ
ん

（
78
）
は
茶
道
の
孫
弟
子
に

あ
た
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
の

ビ
ク
ト
リ
ア
さ
ん
（
47
）
と

息
子
の
ア
ル
ト
ゥ
ー
ラ
さ

ん
（
13
）
を
４
月
上
旬
、
政

府
専
用
機
で
来
日
さ
せ
、
生

活
や
学
校
、
就
職
な
ど
、
知

人
や
行
政
か
ら
支
援
を
受
け

た
。
そ
の
感
謝
の
茶
会
で
、

　
全
国
に
先
駆
け
て
「
リ
サ

イ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
」

が
６
月
４
日
、鎌
倉
市
大
町

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、慶
應
義
塾

大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研
究
所
　
環
デ

ザ
イ
ン
＆
デ
ジ
タ
ル
マ
ニ
ュ

フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
共
創
ラ

ボ
（
代
表
・
田
中
浩
也
慶
應

義
塾
大
学
環
境
情
報
学
部
教

授
）が
、鎌
倉
市
お
よ
び
参
加

企
業
・
団
体
21
社
の
協
力
で

開
設
。イ
ス
や
ベ
ン
チ
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
１
ｍ
サ
イ

ズ
の
大
型
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー

を
は
じ
め
、素
材
の
破
砕
機

や
乾
燥
機
な
ど
を
設
置
し
、

回
収
し
た
詰
め
替
え
パ
ッ
ク

　
ひ
さ
し
ぶ
り
に

「
海
の
家
」
が
あ
る

夏
が
戻
っ
て
き
ま
し

た
▼
紫
陽
花
の
季
節

に
も
か
な
り
観
光
客

が
戻
っ
て
き
た
感
覚
が
あ
り

ま
し
た
が
、
夏
の
海
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
▼
戻
る
と
い
え

ば
、
や
は
り
コ
ロ
ナ
感
染
者

数
が
以
前
の
数
字
に
戻
っ
て

き
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も

気
に
な
り
ま
す
▼
子
ど
も
の

保
育
園
で
も
再
び
感
染
拡
大

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
油
断

が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
こ

と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
て
い

ま
す
▼
世
間
で
は
「
経
済
活

動
優
先
」
と
い
う
よ
う
な
風

潮
に
あ
り
ま
す
が
、
私
は
自

営
業
な
の
で
、
感
染
し
た
時

点
で
経
済
活
動
が
ス
ト
ッ
プ

し
ま
す
▼
そ
の
た
め
子
ど
も

と
一
緒
に
在
宅
ワ
ー
ク
に
切

り
替
え
て
い
ま
す
が
、
仕
事

中
に
「
子
ど
も
が
一
緒
で
も

怪
訝
な
顔
を
さ
れ
な
く
な
っ

た
」
こ
と
が
コ
ロ
ナ
禍
で
感

じ
て
い
る
大
き
な
変
化
の
ひ

と
つ
で
す
。
　
　
　
　（
Ｎ
）

　
▼
鶴
岡
八
幡
宮
の
ぼ
ん
ぼ

り
祭
　
６
～
９
日
。
６
日
15

時
、夏
越
祭
。７
日
17
時
、
立

秋
祭
。
９
日
10
時
、実
朝
祭
。

　
▼
黒
地
蔵
縁
日
　
10
日
０

時
～
正
午
、
覚
園
寺
。
参
拝

条
件
は
HP
で
確
認
。（
ペ
ー

ジ
下
に
ご
案
内
）

　
▼
四
万
六
千
日
詣
り
10
日

４
～
８
時
読
経
、御
足
参
り
。

長
谷
寺
。

　
▼
鎖
大
師
の
施
餓
鬼
法
要

　
16
日
14
時
法
要
。
手
広
の

青
蓮
寺
。

　
▼
鎌
倉
宮
例
祭
　
20
日
。

　
▼
片
瀬
諏
訪
神
社
例
大
祭

23
～
28
日
。

　
▼
江
の
島
灯
籠
　
31
日
ま

で
、
18
時
～
江
の
島
島
内
各

所
。
荒
天
中
止
。

8月

市
内
３
カ
所
に
回
収
ポ
ス
ト
設
置

プ
ラ
ご
み
再
生
の
研
究
拠
点
、鎌
倉
に

大
型
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
前
で
田
中
教
授

な
ど
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

再
生
し
、高
品
質
な
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
る
。「
デ
ジ
タ
ル
駆
動

超
資
源
循
環
参
加
型
社
会
共

創
拠
点
」の
地
域
研
究
活
動

サ
テ
ラ
イ
ト
拠
点
と
な
る
。

　
７
月
か
ら
「
し
げ
ん
ポ
ス

ト
」が
市
内
３
カ
所
に
設
置

さ
れ
、家
庭
で
出
た
使
用
済

詰
め
替
え
パ
ッ
ク
が
〝
ま
ち

に
役
立
つ
素
敵
な
モ
ノ
〟に

生
ま
れ
変
わ
っ
て
町
に
還
っ

て
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
鎌

倉
リ
サ
イ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
　
プ
ラ
ス
」が
開
始
さ
れ

た
。設
置
場
所
は
、同
ラ
ボ
や

鎌
倉
市
役
所
本
庁
舎
な
ど
。

用
無
線
に
よ
る
大
津
波
警
報

が
出
さ
れ
、
津
波
フ
ラ
ッ
グ

掲
出
さ
れ
る
と
、
海
に
い
た

人
た
ち
は
い
っ
せ
い
に
浜
に

あ
が
っ
た
＝
写
真
。

　
各
海
水
浴
場
で
の
浜
へ
の

避
難
は
５
～
７
分
で
、
目
標

の
８
分
以
内
に
終
え
た
。
市

で
は
今
後
、
津
波
フ
ラ
ッ
グ

の
認
知
度
の
向
上
や
、
避
難

場
所
を
周
知
し
て
い
き
た
い

と
話
し
て
い
た
。

亭
主
を
ビ
ク
ト
リ
ア
さ
ん
、

茶
の
運
び
出
し
な
ど
を
息
子

や
在
日
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身

の
弟
子
た
ち
が
行
っ
た
。
約

60
人
が
参
加
し
、
世
界
平
和

に
思
い
を
巡
ら
し
な
が
ら
お

点
前
に
見
入
っ
て
い
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
母
子

感
謝
の
茶
会

の
違
い
を
認
め
尊
重
し
合
う

世
界
な
の
で
す
。

　
寄
木
造
、
玉
眼
。
像
高
36

 

・
６
㎝
。
南
北
朝
時
代
。
市

重
文
。

　
鎌
倉
時
代
、
三
浦
一
族
の

本
拠
地
、
横
須
賀
市
大
矢
部

に
建
つ
満
昌
寺
は
、
源
頼
朝

公
に
よ
り
三
浦
大
介
義
明
の

菩
提
を
弔
う
た
め
に
建
立
し

た
由
縁
を
伝
え
る
寺
で
す
。

　
創
建
当
初
の
宗
旨
は
不
詳

で
す
が
、
鎌
倉
幕
府
滅
亡
の

前
後
の
頃
、
天て

ん
が
ん
え

岸
慧
広こ

う

仏ぶ
つ

乗じ
ょ
う

禅
師
に
よ
り
臨
済
宗
に

改
宗
さ
れ
ま
し
た
。
鎌
倉
新

仏
教
と
し
て
将
軍
、
武
家
の

帰
依
を
受
け
た
禅
宗
、
そ
の

特
徴
を
あ
ら
わ
す
御み

ほ
と
け仏
が
御

本
尊
宝ほ

う
か
ん冠

釈し
ゃ
か迦

如に
ょ
ら
い来

（
通

称
、
華
厳
の
釈
迦
）
さ
ま
で

す
。

　
宝
冠
釈
迦
如
来
は
、
如
来

に
な
る
前
の
修
行
中
の
釈
迦

の
御
姿
で
、
禅
寺
に
限
ら
れ

た
像
で
す
。

　
一
般
的
に
釈
迦
如
来
は
螺ら

髪ほ
つ
と
い
う
パ
ン
チ
パ
ー
マ
の

よ
う
な
髪
型
を
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
本
像
は
髪
を
束
ね

高
い
髻

も
と
ど
りを
結
い
あ
げ
、
頭

上
に
豪
華
な
銅
製
の
宝
冠
を

戴い
た
だい
て
い
ま
す
。
こ
の
お

姿
は
通
常
、
菩
薩
像
で
す

が
、
手
を
見
ま
す
と
、
釈
迦

の
定

じ
ょ
う
い
ん
印
を
結
ん
で
お
ら
れ
、

衣
を
両
肩
に
被
う
姿
は
如
来

の
御
姿
な
の

で
す
。
つ
ま

り
菩
薩
と
如

来
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
的
！

な
感
覚
で

し
ょ
う
か
。

　「
華
厳
の

釈
迦
」
と
も

呼
ば
れ
ま

す
。
毘び

る盧

遮し
ゃ
な
ぶ
つ

那
仏
の
こ
と
で
、「
こ
の

大
三
千
世
界
が
そ
の
ま
ま
、

廬
舎
那
仏
の
御
身
体
な
の

だ
」
と
い
う
広
大
な
世
界
観

で
す
。
そ
れ
は
「
雑ざ

っ

華け
ご
ん厳

浄じ
ょ
う」

と
い
う
言
葉
に
言
い

表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
こ
の
世
界
は
ひ
と
つ
一

つ
の
花
に
よ
っ
て
成
り
立
っ

て
い
る
。
そ
の
花
は
み
ん
な

違
い
、
競
い
合
う
こ
と
な
く

そ
れ
ぞ
れ
の
花
が
か
け
が
え

の
な
い
価
値
を
持
っ
て
い

る
」。
敵
や
味
方
な
ど
全
く

無
い
世
界
で
す
。
比
べ
る
こ

と
な
く
お
互
い
が
そ
れ
ぞ
れ

満
昌
寺
・
宝
冠
釈
迦
如
来
坐
像

題
字
は
建
長
寺
派
管
長
　
吉
田
　
正
道

（123)

文
　
　
永
井
宗
直

写
真
　
原
田
　
寛

「
ま
ち
に
こ
ん

な
も
の
が
あ
っ

た
ら
い
い
な
」

の
ア
イ
デ
ア

募
集
。市
ご
み

減
量
対
策
課

☎
０
４
６
７
・

23
・
３
０
０
０

しげんポスト

　
津
波
の
発
生
を
想
定
し
、

鎌
倉
市
海
水
浴
場
等
津
波
避

難
訓
練
が
７
月
18
日
、
材
木

座
・
由
比
ガ
浜
・
腰
越
海
水

浴
場
な
ど
で
行
わ
れ
、
訓
練

監
視
所
の
監
視
員
、
海
の
家

関
係
者
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

連
盟
関
係
者
が
海
水
浴
客
ら

の
避
難
誘
導
を
行
っ
た
。

　
午
前
10
時
30
分
防
災
行
政

　
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の

13
人
」
に
因
ん
だ
連
続
講
座

を
８
月
20
・
21
日
鎌
倉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

　
▽
20
日
14
時
、
源
頼
朝
が

建
立
し
た
永
福
寺
跡
と
法
華

堂
跡
の
調
査
報
告
と
、
遺
跡

の
Ｃ
Ｇ
復
元
に
取
り
組
む
湘

南
工
科
大
学
・
長
澤
可
也
教

授
の
講
演
。
▽
21
日
10
時
か

ら
昨
年
度
発
掘
調
査
し
た
市

内
５
遺
跡
の
成
果
発
表
と
、

鎌
倉
歴
史
文
化
交
流
館
学
芸

員
に
よ
る
義
時
と
政
子
に
つ

い
て
の
講
演
。
申
し
込
み
は

往
復
ハ
ガ
キ
で
９
日
必
着
、

鎌
倉
市
役
所
大
河
ド
ラ
マ

担
当
（
☎
０
４
６
７
・
23
・

３
０
０
０
）

車
い
す
、歩
行
器
を

湘
南
鎌
倉
病
院
へ

三
日
会
70
周
年
記
念

　
市
政
の
充
実
と
市
民
生
活

の
向
上
の
た
め
に
市
へ
の
提

言
な
ど
を
行
う
鎌
倉
三
日
会

（
渋
谷
哲
男
会
長
・
会
員
約

80
人
）
は
、
創
立
70
周
年
の

記
念
に
湘
南
鎌
倉
総
合
病
院

へ
車
い
す
と
歩
行
補
助
器
を

贈
り
、
７
月
24
日
病
院
を
訪

れ
、
篠
崎
伸
明
院
長
に
目
録

と
感
謝
状
を
寄
贈
し
た
＝
２

面
「
ひ
と
」
欄
に
詳
細
。

感謝状を持つ院長と
三日会メンバーら

津
波
フ
ラ
ッ
グ
活
用

海
水
浴
場
で

避
難
訓
練

遺
跡
か
ら
み
る

　

鎌
倉
殿
の
痕
跡

連
続
講
座


